
変
更

後
変

更
前

（
必
要
な
表
示
事
項
）

（
必
要
な
表
示
事
項
）

第
３
条
事
業
者
は
、
施
行
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
の
容
器
又
は
包
装
に
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
一
括
し
て
、
外
部
か

ら
見
や
す
い
場
所
に
邦
文
で
明
瞭
E
E
に
表
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
３
条
事
業
者
は
、
施
行
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
の
容
器
又
は
包
装
に
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
一
括
し
て
、
外
部
か

ら
見
や
す
い
場
所
に
邦
文
で
明
り
ょ
う

E
E
E
E
に
表
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

\
～
b
（
略
）

\
～
b
（
略
）

２
・
３
（
略
）

２
・
３
（
略
）

（
公
正
取
引
協
議
会
）

（
公
正
取
引
協
議
会
）

第
６
条
こ
の
規
約
を
適
正
に
施
行
す
る
た
め
、
一E

般
社
団
法
人
全
国
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
公
正
取
引
協

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E

議
会
E
E
（
以
下
「
公
正
取
引
協
議
会
」
と
い
う
。）を

設
置
す
る
。

第
６
条
こ
の
規
約
を
適
正
に
施
行
す
る
た
め
、
社E

団
法
人
全
国
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
公
正
取
引
協
議
会

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E

（
以
下
「
公
正
取
引
協
議
会
」
と
い
う
。）を
設
置

す
る
。

２
・
３
（
略
）

２
・
３
（
略
）

附

則

こ
の
規
約
の
変
更
は
、
公
正
取
引
委
員
会
及
び
消
費
者
庁
長
官
の
認
定
の
告
示
が
あ
っ
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成™›年˜˜月�日 水曜日 第œ ™™号官 報

付
表

１

日
本
国
の
一
又
は
二
以
上
の
指
定
航
空
企
業
が
両
方
向
に
運
営
す
る
路
線

æ

日
本
国
内
の
地
点
e

台
北
e

香
港
e

マ
ニ
ラ
e

ホ
ー
チ
ミ
ン
及
び（
又
は
）バ
ン
コ
ク
e

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
e

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
e

こ
の
æ
の
路
線
上
の
特
定
さ
れ
た
地
点
以
外
の
中
間
地
点
（
注
１
）
e

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
内
の
地

点
（
注
２
）
e

ダ
ー
ウ
ィ
ン
又
は
パ
ー
ス
e

シ
ド
ニ
ー
又
は
メ
ル
ボ
ル
ン
e

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
内
の
地
点
e

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
、
サ
モ
ア
、
ソ
シ
エ
テ
諸
島
及
び
（
又
は
）
南
太
平
洋
に
お
け
る
そ
の
他
の
諸

島
e

ホ
ノ
ル
ル
e

ア
フ
リ
カ
及
び
（
又
は
）
中
東
内
の
二
地
点
e

こ
の
æ
の
路
線
上
の
特
定
さ
れ
た
地
点
以
外
の

以
遠
の
地
点
（
注
１
）

ç

日
本
国
内
の
地
点
e

中
間
地
点
e

デ
ン
パ
サ
ー
ル
以
外
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
内
の
地
点
（
注
２
）
e

以
遠
の
地
点

注
１

日
本
国
の
一
又
は
二
以
上
の
指
定
航
空
企
業
は
、
航
空
機
を
運
航
し
な
い
航
空
企
業
と
し
て
の
コ
ー
ド

シ
ェ
ア
業
務
の
た
め
に
の
み
、「
こ
の
æ
の
路
線
上
の
特
定
さ
れ
た
地
点
以
外
の
中
間
地
点
」
及
び
「
こ
の
æ

の
路
線
上
の
特
定
さ
れ
た
地
点
以
外
の
以
遠
の
地
点
」
に
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

注
２

日
本
国
の
一
又
は
二
以
上
の
指
定
航
空
企
業
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
内
の
二
地
点
を
コ
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
内
の
一
地
点
の
直
前
及
び
（
又
は
）
直
後
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
内
の
他
の
一
地
点
を
経
由
す
る

協
定
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
国
の
一
又
は
二
以
上
の
指
定
航
空
企
業
は
、
こ
れ
ら
の
二
地
点
の

間
に
お
い
て
は
、
自
己
が
運
送
す
る
途
中
降
機
の
貨
客
を
除
き
、
運
輸
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
一
又
は
二
以
上
の
指
定
航
空
企
業
が
両
方
向
に
運
営
す
る
路
線

æ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
内
の
地
点
e

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
e

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
e

バ
ン
コ
ク
e

ホ
ー
チ
ミ
ン
e

マ
ニ
ラ
e

香
港
e

台
北
e

こ
の
æ
の
路
線
上
の
特
定
さ
れ
た
地
点
以
外
の
中
間
地
点
（
注
１
）
e

日
本
国
内
の
地
点
（
注

２
）
e

ソ
ウ
ル
又
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
e

こ
の
æ
の
路
線
上
の
特
定
さ
れ
た
地
点
以
外
の
以
遠
の
地
点
（
注
１
）

ç

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
内
の
地
点
e

中
間
地
点
e

東
京
以
外
の
日
本
国
内
の
地
点
（
注
２
）
e

以
遠
の
地
点

注
１

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
一
又
は
二
以
上
の
指
定
航
空
企
業
は
、
航
空
機
を
運
航
し
な
い
航
空
企
業
と
し

て
の
コ
ー
ド
シ
ェ
ア
業
務
の
た
め
に
の
み
、「
こ
の
æ
の
路
線
上
の
特
定
さ
れ
た
地
点
以
外
の
中
間
地
点
」
及

び
「
こ
の
æ
の
路
線
上
の
特
定
さ
れ
た
地
点
以
外
の
以
遠
の
地
点
」
に
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

注
２

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
一
又
は
二
以
上
の
指
定
航
空
企
業
は
、
日
本
国
内
の
二
地
点
を
コ
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
し
て
、
日
本
国
内
の
一
地
点
の
直
前
及
び
（
又
は
）
直
後
に
日
本
国
内
の
他
の
一
地
点
を
経
由
す
る
協
定

業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
一
又
は
二
以
上
の
指
定
航
空
企
業
は
、
こ
れ
ら
の

二
地
点
の
間
に
お
い
て
は
、
自
己
が
運
送
す
る
途
中
降
機
の
貨
客
を
除
き
、
運
輸
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

３

い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
の
一
又
は
二
以
上
の
指
定
航
空
企
業
が
行
う
協
定
業
務
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
領

域
内
の
一
地
点
を
起
点
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
特
定
路
線
上
の
他
の
地
点
は
、
い
ず
れ
か
の
又
は
全
て
の
飛

行
に
当
た
り
そ
の
指
定
航
空
企
業
の
選
択
に
よ
っ
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
官
は
、
本
日
付
け
の
閣
下
の
次
の
書
簡
を
受
領
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
光
栄

を
有
し
ま
す
。

（
日
本
側
書
簡
）

本
官
は
、
更
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
政
府
が
日
本
国
政
府
の
前
記
の
提
案
を
受
諾
す
る
旨
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共

和
国
政
府
に
代
わ
っ
て
閣
下
に
通
報
す
る
と
と
も
に
、閣
下
の
書
簡
及
び
こ
の
返
簡
が
両
国
政
府
間
の
合
意
を
構
成
し
、

そ
の
合
意
が
こ
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
こ
と
を
確
認
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
官
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
二
年
五
月
二
十
四
日
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

外
務
省
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
・
ア
フ
リ
カ
総
局
長

ユ
リ
・
タ
ム
リ
ン

在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

日
本
国
特
命
全
権
大
使

鹿
取
克
章
閣
下

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
六
十
号

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
四
日
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
、
航
空
業
務
に
関
す
る
日
本
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
と
の
間

の
協
定
の
付
表
の
改
正
に
関
す
る
次
の
書
簡
の
交
換
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
七
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
使
は
、
千
九
百
六
十
二
年
一
月
二
十
三
日
に
東
京
で
署
名
さ
れ
た
航
空
業
務

に
関
す
る
日
本
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
と
の
間
の
協
定
（
以
下
「
協
定
」
と
い
う
。）第
十
一
条
及
び
第
十
三
条
の

規
定
に
従
っ
て
二
千
十
一
年
八
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま
で
東
京
で
行
わ
れ
た
日
本
国
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
航

空
当
局
の
間
の
協
議
に
言
及
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
使
は
、
更
に
、
前
記
の
協
議
に
お
い
て
到
達
し
た
合
意
に
基
づ
き
、
及
び
協
定
第
十
三
条
の
規
定
に
従
い
、
こ
の

書
簡
に
添
付
さ
れ
て
い
る
新
た
な
付
表
が
協
定
の
現
行
の
付
表
に
代
わ
る
こ
と
を
日
本
国
政
府
に
代
わ
っ
て
提
案
す
る

光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
使
は
、
更
に
、
前
記
の
提
案
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
政
府
に
と
っ
て
受
諾
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の

書
簡
及
び
そ
の
旨
の
閣
下
の
返
簡
が
両
国
政
府
間
の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
合
意
が
閣
下
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力

を
生
ず
る
こ
と
を
提
案
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
使
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
二
年
五
月
二
十
四
日
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
駐
在

日
本
国
特
命
全
権
大
使

鹿
取
克
章

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

外
務
省
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
・
ア
フ
リ
カ
総
局
長

ユ
リ
・
タ
ム
リ
ン
閣
下

›
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